
代表取締役 木原浩貴

PPA（電力購入契約）・リースによる
再エネ導入事例

2025年1月20日 福知山市 事業所セミナー



■研究テーマ
 ①日本における心理的気候パラドックスの実情
 ②持続可能な地域づくりを支える社会的基盤

■職歴
 2000～2003年 気候ネットワーク職員
 2003～ 京都府地球温暖化防止活動推進センター

（2011年～事務局長 ２０２０年～副センター長）

 201７～ 龍谷大学非常勤講師
 ２０１７～２０２１、2023～ 立命館大学授業担当講師
 2018～ たんたんエナジー株式会社（代表取締役）

 2021～ 総合地球環境学研究所 客員准教授
 2021～ たんたんエナジー発電合同会社（代表社員たんたんエナジー職務執行者）

木原について
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著書（共著）



たんたんエナジーの基本情報
【会社名】たんたんエナジー株式会社
【設立日】2018年12月10日
【資本金】5,200万円 （資本準備金を含む）

株主：立命館ソーシャルインパクトファンド、福知山市、南丹市、
合同会社京都サンエネルギー、個人（研究者等）

【取締役】
木原浩貴（京都府地球温暖化防止活動推進センター副センター長）
根岸哲生（たんたんエナジー株式会社）
浅井薫 （京都府地球温暖化防止活動推進センター事務局次長）
田浦健朗（気候ネットワーク 事務局長/市民エネルギー京都 代表理事）
豊田陽介（気候ネットワーク上席研究員/TERAエナジー 取締役）
的場信敬（龍谷大学政策学部教授）

【監査役】
清水仁志（税理士）
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2自治体が出資す
る自治体新電力
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急激な気温上昇

JCCCA 「すぐ使える図表集」より

気温はすでに1.1℃上昇。
（1850～1900年基準、2011～2020年までに）

2100年までに4℃（ひどければ
6℃近く）上昇する可能性が。

一方で、1.5℃程度に抑えて安定
化させられる可能性も。

国連事務総長は
「地球沸騰化の時代」と表現
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TCFDに基づく情報開示
TCFD：「気候関連財務情報開示タスクフォース」
（Task Force on Climate-related Financial Disclosures）

ガバナンス（Governance）：どのような体制で検討し、それを企業経営に反映しているか。
戦略（Strategy）：短期・中期・長期にわたり、企業経営にどのように影響を与えるか。またそれに
ついてどう考えたか。
リスクマネジメント（Risk Management）：気候変動のリスクについて、どのように特定、評価し、
またそれを低減しようとしているか。
指標と目標（Metrics and Targets）:リスクと機会の評価について、どのような指標を用いて判
断し、目標への進捗度を評価しているか。

プライム市場はTCFDに基づく情報開示を実質義務化

GHG排出量について、スコープ1、2は情報の重要性の評価とは独立して開示することが必要。

スコープ3（サプライチェーン全体）についても「開示を強く推奨」

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
TNDF　国連環境計画やNGOなどが組成
金融安定理事会により機構関連の情報開示及び金融機関の対応を検討するためのタスクフォース。2017年6月に最終報告書を公表し、企業等に対し、気候変動関連リスク、及び機会に関する下記の項目について開示することを推奨。




TCFDによる「リスク」と「機会」

リスク 機会

移行リスク

物理的リスク

機会

政策と法

テクノロジー

市場

評判

急性的

慢性的

資源効率

エネルギー源

製品とサービス

市場

レジリエンス

KPMG『TCFD開示の実務ガイドブック』P.17より作成 6



移行リスクの例：GX

図：資源エネルギー庁ウェブサイ トhttps://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/gx_02.html より

 「GX経済移行債」を発行して先行投資（国：20兆円 官民：150兆円）

 2023年度 排出量取引スタート 2026年度 本格稼働。
 2033年度ごろ 発電事業者に対する「有償オークション」を導入。
 2028年度 化石燃料輸入業者に対する炭素排出量に応じた賦課

金を導入。
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https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/gx_02.html


移行リスクの例：再エネ電源争奪戦

図：日本のエネルギー 2023年度版 「エネルギーの今を知る10の質問」 https://www.enecho.meti.go.jp/about/pamphlet/energy2023/index.htmlより

IEA「Market Report Series - Renewables 2022（各国2021年時点の発電量）」、IEA データベース、総合エネルギー統計(2021年度確報値) 等より資源エネルギー庁作成
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多くの企業や公共施設
が再エネ電気の使用を
望めば「売り切れ」状態
になり、地域で使えない
可能性が。

目の前にあるリスク



需要家のコミットが不可欠に
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小売電気事業者

これまで（FIT制度） これから

電力会社（一般送配電事業者）

需要家（一般家庭含む）

電力
（基本的に
全量売電）

買取
（基本的に20年間の
買取価格保証）

国の制度に基づく「再エネ賦課金」の支払い

需 要 家

電力 買取
（長期契約）

費用はみんなで薄く広く負担 長期契約で保証

買い手がいれば
投資できる

発電者と
需要家をつなぐ

安心して
投資できる

安心して
融資できる



10

太陽光発電の導入手段（産業用）

需要場所への設置

FITでの全量売電

自己所有・自家消費

離れた場所への設置（自己託送）

離れた場所への設置（自営線利用）

他社所有・電力購入
（コーポレートPPA）

需要場所への設置（オンサイトPPA ）

離れた場所への設置（オフサイトPPA）

フィジカルPPA

バーチャルPPA

他社所有・設備を借り受けて発電・自家消費（リース）

PPA:Power Purchase Agreement（パワー・パーチェス・アグリーメント） 電力購入契約



福知山でのオンサイトPPAの事例：スキーム
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福知山市施設

たんたん
エナジー発電

合同会社
（たんたんエナジーが
100％を出資し代表
社員を務める会社）

料金の
支払い

設備の設置（所有）
再エネ電気の直接
供給

京都北都
信用金庫

返済

融資

地域公共人材・政策
開発リサーチセン

ター(LORC)

ノウハウ提供

匿名組合出資

分配金
投資家特典

たんたん
エナジー株式会社

実質再エネ
電力の供給

プラスソーシャル
インベストメント

株式会社

＝

龍谷大学

PV＋蓄電池＋V2Bで
地域防災力強化に貢献

市民出資で「参加の場」を
確保 受容性向上に

自治体が初期投資を
準備しなくても設置可能に

投資家特典（観光クーポンや
地元産品）で関係人口創出



福知山でのオンサイトPPAの事例：防災力強化
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福知山市 福知山市×たんたん

福知山市施設への累積設置規模設置した防災設備

今後の需要家主導による再
エネ導入を加速させるための
基盤を整備。

今後は市民出資型オフサイト
PPAの実施を目指す。



オンサイトPPAの効果
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太陽光発電設置後の電力使用量 需要場所の電力の２～３
割ほどを、燃調価格に左
右されないオンサイトPPA
にてカバーし、価格安定化
に寄与。

ピークカット＝契約電力の
削減＝基本料金の削減に
も寄与。



与謝野町でのゼロ円ソーラー（リース）の事例
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地域産再エネによる
ブランディングをお手伝い

ビールパブに実質再エネ
電気を供給。

リース契約でPVを設置。
（＝需要家の初期投資ゼロ）

ホップも電気も地元産の
ビールづくり。



オフサイトPPA （フィジカルPPA）

①発電事業者と電力の購入者間で再エネ電力の売買に関する契約を締結。
② 電力の購入者は、再エネ電力の託送供給に関する契約を電力会社 (送配電事業者等) と締結。託送料

金等の供給に係る費用を支払い。
③ 発電事業者は発電した電力と環境価値をセットで供給。供給実績に応じて電力の購入者は購入代金を

発電事業者へ支払い。

環境省：「オフサイトコーポレートPPAについて」 より https://www.env.go.jp/content/000220121.pdf



オフサイトPPAの特徴
◆コスト構造
発電コスト ＋ 託送料金 ＋ バランシングコスト

◆利点
・初期投資ゼロで再エネ設備を導入可能

・電気料金変動のリスクヘッジが可能

・オンサイトPPAより大量の再エネを調達可能

・CO2排出削減で環境価値向上

◆課題
・中長期で契約が固定  ・送配電網への接続

・ファイナンス    ・それ以外の電力の供給

需要場所での発電が可
能ならそちらを優先すべき
（オンサイトPPAやリース）

自然電力ウェブサイト https://shizenenergy.net/decarbonization_support/column_seminar/offsite_ppa/ をもとに一部加筆

https://shizenenergy.net/decarbonization_support/column_seminar/offsite_ppa/


参考：設置可能な場所はいろいろ

17撮影：木原浩貴

三重大学 上田市

丹波市東松島市



参考：流出するエネルギー費用

化石燃料の輸入額

27.3兆円
（2023年）

＜参考＞
■子ども家庭庁予算（2023年度当初）

4.8兆円
■自動車等の輸出額（2023年）

23.6兆円
■消費税額（2023年）

23.4兆円
■税収総額（2023年）

69.4兆円
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化石燃料を輸入し続ける限り、地
域から、そして日本から、莫大な
資金が流出していく。
これをどうやったら地域で回せる
かが、地域に課せられた課題。



参考：再エネのコストの推移（世界）

気象庁 IPCC AR6/WG3報告書の政策決定者向け要約（SPM）の概要 より 19
10年前で数分の一に
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参考：太陽光発電の国別コスト比較

日本の太陽光発電システムの価格は、
現在のところ、他国と比較してかなり高い
が、それでも、設置した方が金銭的に得
になる場合が多い。

20


	スライド番号 1
	木原について
	たんたんエナジーの基本情報
	急激な気温上昇
	TCFDに基づく情報開示
	TCFDによる「リスク」と「機会」
	移行リスクの例：GX
	移行リスクの例：再エネ電源争奪戦
	需要家のコミットが不可欠に
	太陽光発電の導入手段（産業用）
	福知山でのオンサイトPPAの事例：スキーム
	福知山でのオンサイトPPAの事例：防災力強化
	オンサイトPPAの効果
	与謝野町でのゼロ円ソーラー（リース）の事例
	オフサイトPPA　（フィジカルPPA）
	オフサイトPPAの特徴
	参考：設置可能な場所はいろいろ
	参考：流出するエネルギー費用
	参考：再エネのコストの推移（世界）
	参考：太陽光発電の国別コスト比較


<<

  /ASCII85EncodePages false

  /AllowTransparency false

  /AutoPositionEPSFiles true

  /AutoRotatePages /None

  /Binding /Left

  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)

  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)

  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CannotEmbedFontPolicy /Error

  /CompatibilityLevel 1.4

  /CompressObjects /Tags

  /CompressPages true

  /ConvertImagesToIndexed true

  /PassThroughJPEGImages true

  /CreateJobTicket false

  /DefaultRenderingIntent /Default

  /DetectBlends true

  /DetectCurves 0.0000

  /ColorConversionStrategy /CMYK

  /DoThumbnails false

  /EmbedAllFonts true

  /EmbedOpenType false

  /ParseICCProfilesInComments true

  /EmbedJobOptions true

  /DSCReportingLevel 0

  /EmitDSCWarnings false

  /EndPage -1

  /ImageMemory 1048576

  /LockDistillerParams false

  /MaxSubsetPct 100

  /Optimize true

  /OPM 1

  /ParseDSCComments true

  /ParseDSCCommentsForDocInfo true

  /PreserveCopyPage true

  /PreserveDICMYKValues true

  /PreserveEPSInfo true

  /PreserveFlatness true

  /PreserveHalftoneInfo false

  /PreserveOPIComments true

  /PreserveOverprintSettings true

  /StartPage 1

  /SubsetFonts true

  /TransferFunctionInfo /Apply

  /UCRandBGInfo /Preserve

  /UsePrologue false

  /ColorSettingsFile ()

  /AlwaysEmbed [ true

  ]

  /NeverEmbed [ true

  ]

  /AntiAliasColorImages false

  /CropColorImages true

  /ColorImageMinResolution 300

  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleColorImages true

  /ColorImageDownsampleType /Bicubic

  /ColorImageResolution 300

  /ColorImageDepth -1

  /ColorImageMinDownsampleDepth 1

  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeColorImages true

  /ColorImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterColorImages true

  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /ColorACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /ColorImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000ColorACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000ColorImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasGrayImages false

  /CropGrayImages true

  /GrayImageMinResolution 300

  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleGrayImages true

  /GrayImageDownsampleType /Bicubic

  /GrayImageResolution 300

  /GrayImageDepth -1

  /GrayImageMinDownsampleDepth 2

  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeGrayImages true

  /GrayImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterGrayImages true

  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /GrayACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /GrayImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000GrayACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000GrayImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasMonoImages false

  /CropMonoImages true

  /MonoImageMinResolution 1200

  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleMonoImages true

  /MonoImageDownsampleType /Bicubic

  /MonoImageResolution 1200

  /MonoImageDepth -1

  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeMonoImages true

  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode

  /MonoImageDict <<

    /K -1

  >>

  /AllowPSXObjects false

  /CheckCompliance [

    /None

  ]

  /PDFX1aCheck false

  /PDFX3Check false

  /PDFXCompliantPDFOnly false

  /PDFXNoTrimBoxError true

  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true

  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXOutputIntentProfile ()

  /PDFXOutputConditionIdentifier ()

  /PDFXOutputCondition ()

  /PDFXRegistryName ()

  /PDFXTrapped /False



  /CreateJDFFile false

  /Description <<



    /BGR <>

    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>

    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>

    /CZE <>

    /DAN <>

    /DEU <>

    /ESP <>

    /ETI <>

    /FRA <>

    /GRE <>



    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)

    /HUN <>

    /ITA <>

    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>

    /LTH <>

    /LVI <>

    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)

    /NOR <>

    /POL <>

    /PTB <>

    /RUM <>

    /RUS <>

    /SKY <>

    /SLV <>

    /SUO <>

    /SVE <>

    /TUR <>

    /UKR <>

    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)

    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>

  >>

  /Namespace [

    (Adobe)

    (Common)

    (1.0)

  ]

  /OtherNamespaces [

    <<

      /AsReaderSpreads false

      /CropImagesToFrames true

      /ErrorControl /WarnAndContinue

      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false

      /IncludeGuidesGrids false

      /IncludeNonPrinting false

      /IncludeSlug false

      /Namespace [

        (Adobe)

        (InDesign)

        (4.0)

      ]

      /OmitPlacedBitmaps false

      /OmitPlacedEPS false

      /OmitPlacedPDF false

      /SimulateOverprint /Legacy

    >>

    <<

      /AddBleedMarks false

      /AddColorBars false

      /AddCropMarks false

      /AddPageInfo false

      /AddRegMarks false

      /ConvertColors /ConvertToCMYK

      /DestinationProfileName ()

      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK

      /Downsample16BitImages true

      /FlattenerPreset <<

        /PresetSelector /MediumResolution

      >>

      /FormElements false

      /GenerateStructure false

      /IncludeBookmarks false

      /IncludeHyperlinks false

      /IncludeInteractive false

      /IncludeLayers false

      /IncludeProfiles false

      /MultimediaHandling /UseObjectSettings

      /Namespace [

        (Adobe)

        (CreativeSuite)

        (2.0)

      ]

      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK

      /PreserveEditing true

      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged

      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile

      /UseDocumentBleed false

    >>

  ]

>> setdistillerparams

<<

  /HWResolution [2400 2400]

  /PageSize [595.276 841.890]

>> setpagedevice



